
※患者様のプライバシー保護の為写真に保護加工を行っております。

明けましておめでとうございます。当院で療養中の皆様並びにご家族の皆様には健
やかに新年を迎えられたこととお喜び申し上げます。さて松の内が明け何をのんき
なことと思われるかもわかりません。実際元旦には能登半島地震が、二日には羽田
空港での日航機の衝突事故が起きました。世界各地での紛争は続き、今年のアメリ
カ大統領選挙の結果次第で世界の方向性が大きく変わるかもわかりません。波乱の
2024年とは思いたくありません。騒々しい世の中ですが当院にご入院中の皆様には
安らかに療養を続けていただいていると思います。ただややもすれば単調な生活が
続きます。QOL委員会では昨年同様に様々な催しを企画しています。皆様に参加し
ていただき生活の活力を得ていただくよう職員一同務めて参ります。本年もよろし
くお願いします。

年頭のご挨拶

１月を正月と呼ぶのは、「正」と言う字
に、年の初め、年を改めるという意味が
あるからです。 昔から、その年の 新しい
歳神様を家族そろってお迎えし、祝う、
大切な日とされています。 正月は、日本
の行事の中でも最も古くから存在するも
のだと言われています。

日本のお正月は、もともとは、祖先に感謝
し、先祖の霊を祀るものだったと伝えられ
ています。 その後、五穀豊穣の神様をお迎
えし、その年の豊作を祈るようになったと
いわれています。 詳しいことはわかってい
ませんが、日本の行事としては最古のもの
で、６世紀半ばには、すでに存在していた
ということです。

院長 山本


